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研究成果の概要（和文）：研究期間全体を通じて、ビッグデータとして主にツイッター（現X）のデータ分析を
行ってきた。2013年から2020年にかけてインドネシアの全509県・市＋首都ジャカルタ州の名前を含むツイート
数をチェックし、その中からリアクションや人口数でウェイトをかけて25自治体（全人口の約24％）を抽出し
た。当該自治体名か首長名と7つの地方行政の管轄事項に関するキーワードを含む約130万のツイートを抽出し
た。頻出キーワードに依拠して自治体のクラスターわけをしたところ、ツイートでの頻出のトピックと自治体の
重要政策課題や首長選のイシューとの間でズレがあり、ガバナンス向上につながっていない場合があることが分
かった。

研究成果の概要（英文）：Throughout the entire research period, we have analyzed mainly Twitter (now 
X) data as big data: from 2013 to 2020, we checked the number of tweets containing the names of all 
509 districts and cities plus the capital Jakarta province in Indonesia, and then weighted by 
reactions and population numbers. 25 municipalities (approximately 24% of the total population) were
 selected. Approximately 1.3 million tweets containing the names of the districts and cities or 
local heads and keywords related to seven local administrative jurisdictions were extracted. 
Clustering of districts and cities on the basis of frequently occurring keywords revealed that there
 is a misalignment between frequently occurring topics in tweets and key policy issues of the 
municipality or issues of the local head, which may not lead to improved governance.

研究分野： 地域研究

キーワード： ツイッター　X　インドネシア　分権化　グッド・ガバナンス　自治体

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ソーシャルメディアの政治・行政面で果たす役割についての分析は世界中で行われている。多くの研究はコロナ
感染症対策など、一つのテーマに絞ってソーシャルメディアのコンテンツやネットワーク分析をしている。それ
に対して、本共同研究は、多様性の高いインドネシアの自治体に焦点を当て、各自治体の政策の特徴を明らかに
しつつ、ソーシャルメディアにおける当該自治体についての議論を包括的に分析してみた。そうすることで、自
治体の政策とソーシャルメディアでの重要なテーマとの重なりとズレを可視化することができ、それぞれの自治
体でどういった政策を遂行する必要があり、実際に遂行されているのかどうかを明らかにすることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
途上国・中進国は、世界銀行などのドナーの影響もあり、グッド・ガバナンスの実践を求めら

れている。ドナーは自らの定義に基づくグッド・ガバナンス・プロジェクトを途上国・ 中進国
に一律に適用する傾向があり、それが現地社会にマイナスの影響をもたらすことも多い点はこ
れまでの研究でも指摘されてきた。本共同研究では、中進国となりつつあるインドネシアを対象
として、グッド・ガバナンス概念と実践の再考を行う。民主化・分権化から 20 年を経たインド
ネシアでは、500 を超える基礎自治体が中央政府から大幅な権限の移譲を受けており、自治体レ
ベルで多様なガバナンスのタイプが見られている。その意味で、グッド・ガバナンス概念と実践
を再考するショー・ケースとして理想的である。また、ソーシャルメディアがガバナンスで重要
性を増していることから、ソーシャルメディアをビッグデータとして分析した。 
 
２．研究の目的 
インドネシアの地方行政政治研究は、98 年の民主化・分権化以後、国際的にも非常に多くの

研究が行われてきた。その多くは、政治経済権力の寡頭化に着目するオリガーキー論の延長線上
にあり、汚職の蔓延、暴力集団の政治化、政治化一族の支配、ポピュリスト政治家の台頭、宗教・
エスニシティの政治化による社会分断などを指摘している(松井編 2003; Aspinall and Fealy 
eds. 2003; Nordholt and van Klinken eds. 2007; Hadiz 2010; Nankyung 2011; Abdur 2014; 
Bayo et.al. eds.2018)。一方、住民参加型開発、貧困撲滅、環境保護、公衆衛生・ 生活環境改善、
汚職撲滅など、いわゆるグッド・ガバナンスの具体的構成要素について包括的に分析をする共同
研究は、今ではほぼ存在しない。民主化、分権化当初は、さまざまなドナーが行ったグッド・ガ
バナンス支援の調査報告書が出版され、ドナーの支援を受けた NGO が地方ガバナンスの実態
調査を行い、成果報告をしていた(例: Hetifah 2004)。しかし、民主主義体制の定着した 2000 年
代なかば以降には、そうしたドナーの支援が減少し、地方ガバナンスのベスト・プラクティスの
多面的検証も行われなくなった。 
民主化・分権化を経て 20 年が経った現在では、インドネシアの地方政府、インドネシア国内

NGO などの市民社会アクター、企業などの経済アクターが地方ガバナンスの主体である。むし
ろ、こうした地方の主体性が存分に発揮しうるときこそ、かつてのグッド・ガバナンスと比較対
照しながら、グッド・ガバナンスがどのように地方レベルで理解され、実践されているのかを検
討する好機であろう。本共同研究は、行政政治学者だけでなく、人類学者、社会学者、情報学者
も巻き込む学際的研究スタイルで、フィールドワークとビッグデータを用いながら地方ガバナ
ンスの実証研究を行った。 
 
３．研究の方法 
 本共同研究の特徴は、フィールドワークとビッグデータの両方を用いた共同研究を行った点
である。インドネシアでフィールドワークを行ってきた研究者とビッグデータ分析を行える情
報学系の研究者がインドネシアの研究者と共同で調査分析を行った。ビッグデータとして分析
対象にしたのは、データへのアクセスが容易であり、政治行政分析では使いやすいツイッターを
使うことにした。ビッグデータ分析を行っているインドネシアの企業に依頼して、2013 年から
2020 年にかけてのツイートで、7 テーマ(コロナ感染症、雇用・貧困削減、環境、居住、地方ガ
バナンス、教育、公衆衛生)に関するキーワードを含むものを分析することにした。まず、509 自
治体に言及したツイートをランダム・サンプリングで抽出した後、ユニークかつ「いいね」があ
るツイートに絞り込んだ。そのうえで、各自治体の人口で重み付けをして自治体ランキングを作
った。そこから、最もツイートでの言及が多い 32 自治体、そして、社会的亀裂の高い 3自治体、
合計 35 自治体を選択した。そして、この 35 自治体名・首長名と 7テーマに関連するキーワード
を含むツイートを約 130 万収集して、それらを分析するという手法をとった。そのうえで対象自
治体についてフィールドワークなどで現地の情報を付け加えることで、質的分析と量的分析を
融合する試みを行った。また、研究期間後半からは、代表者、分担者、協力者がツイッターの API
を使って自分たちでツイートデータを収集分析することで、ツイートデータの持つ可能性と限
界をより詳細に理解して分析できるようにした。 
 
４．研究成果 
（１）2013 年から 2020 年にかけてインドネシアの全 509 県・市＋首都ジャカルタ州の名前を含むツイート
数をチェックし、その中からリアクションのあるツイート数と人口数でウェイトをかけて 35 自治体（全人口
の約 24％）を抽出した。経済の中心であるジャワ島から 22 自治体、それ以外の島々から 13 自治体、都
市自治体の Kota から 23 自治体（ジャカルタ州を含む）、農村自治体の Kabupaten から 12 自治体を抽
出した。それらの自治体名は表 1 のとおりである。当該自治体名か当該自治体の首長名と 7 つの地方
行政の管轄事項（コロナ対策、教育、雇用、環境、居住、地方ガバナンス、公衆衛生）に関するキーワー
ドを含むツイートを抽出した。かなりの時間を使って、それぞれのテーマについて一般的なキーワードと
そのテーマに係る自治体固有の政策に関するキーワードを選択した。それぞれのキーワード数につい
ては表 2 のとおりである。 
 
 
 



表 1：抽出した自治体名、当該自治体の位置する州名、ジャワ島内・島外 

No. Name of Region Province Java/Non-Java 

1 Kota Tangerang Banten Java 

2 Kota Bekasi Jawa Barat Java 

3 Kota Depok Jawa Barat Java 

4 Kota Bandung Jawa Barat Java 

5 Kota Pontianak Kalimantan Barat Non-Java 

6 Kota Semarang Jawa Tengah Java 

7 Kota Palembang Sumatera Selatan Non-Java 

8 Kota Surabaya Jawa Timur Java 

9 Kota Tangerang Selatan Banten Java 

10 Kabupaten Jember Jawa Timur Java 

11 Kabupaten Bekasi Jawa Barat Java 

12 Kota Medan Sumatera Utara Non-Java 

13 Kabupaten Bogor Jawa Barat Java 

14 Kota Makassar Sulawesi Selatan Non-Java 

15 Kota Manado Sulawesi Utara Non-Java 

16 Kota Malang Jawa Timur Java 

17 Kota Jayapura Papua Non-Java 

18 Kota Bogor Jawa Barat Java 

19 DKI Jakarta DKI Jakarta Java 

20 Kota Sukabumi Jawa Barat Java 

21 Kota Padang Sumatera Barat Non-Java 

22 Kabupaten Malang Jawa Timur Java 

23 Kabupaten Luwu Sulawesi Selatan Non-Java 

24 Kabupaten Bangka Kep. Bangka Belitung Non-Java 

25 Kota Surakarta Jawa Tengah Java 

26 Kabupaten Blora Jawa Tengah Java 

27 Kota Pekalongan Jawa Tengah Java 

28 Kota Yogyakarta DI Yogyakarta Java 

29 Kabupaten Solok Sumatera Barat Non-Java 

30 Kabupaten Tangerang Banten Java 

31 Kabupaten Cilacap Jawa Tengah Java 

32 Kabupaten Klaten Jawa Tengah Java 

33 Kabupaten Poso Sulawesi Tengah Non-Java 

34 Kota Palu Sulawesi Tengah Non-Java 

35 Kota Pekanbaru Riau Non-Java 

 
 
 



表 2：各テーマ別に抽出したキーワード数 

  一般 自治体固有政策 

コロナ 34 42 

教育 29 6 

雇用 28 31 

環境 36 32 

居住 25 6 

地方ガバナンス 33 40 

公衆衛生 34 42 

 
（２）当該自治体名か当該自治体の首長名（2013 年から 2020 年の間に着任していた首長名とその愛称）
と 7 つの地方行政の管轄事項（コロナ対策、教育、雇用、環境、居住、地方ガバナンス、公衆衛生）に関
するキーワードを含むツイートを抽出した。データクリーニングをした結果、その合計は１，３０８，５０３ツ
イートであった。当初の目的では、450 万ツイートぐらい集めることができると思っていたが、予想以上に
少なかった。その理由は、日常的なトピックなので、良い意味でも悪い意味でもツイートで話題になりに
くいものが多かった可能性が高いことと、ツイッターという短い文章表現の中で、自治体名か首長名とテ
ーマに関するキーワードを書き込むケースが少なめになるということなどが考えられる。また、予想外だ
ったことは、ちょうどコロナ感染症拡大期であったこともあり、コロナ関連のキーワードでヒットするツイート
が多いと思ったが、70,559 ツイートにとどまった。こちらも、自治体と関連付けてツイートする傾向が少な
かったせいかもしれない。ただし、少なくとも、それぞれのテーマに関して、対象とする自治体に関連し
て触れたツイートはかなり集められており、それは画期的なことだと考えている。 
 
（３）一つのツイートには、複数の自治体や異なる自治体の首長名を含んでいることがあったり、また、複
数のテーマのキーワードを含んでいたりすることがある。そこで、①自治体のそれぞれのテーマのキーワ
ードのツイート重複なし、②自治体名・首長名についての重複なし、③テーマのキーワードの重複も自
治体名・首長名の重複なしという３つのパターンでツイート数をクリーニングした。①については、それぞ
れの自治体でどのテーマが重要になっているか、②については、35 自治体のうち、どの自治体のツイー
トが多いのか、③今回のクエリでどの程度、オリジナルなツイートを集めることができたのかがわかる。そ
れぞれの結果については表 3 を見てほしい。対象とする自治体のツイートのトレンドを分析するうえでは、
①のツイートを分析することが望ましい。 

表 3：重複を除いたツイート数 

  ① ② ③ 

自治体＋テーマ 重複なし 重複なし 重複なし 

自治体  重複あり 重複なし 重複なし 

テーマ 重複あり 重複あり 重複なし 

ツイート数 1,237,944 1,114,599 1,100,121 

 
（４）（３）の①のデータを用いて、コロナを除く 6 つのテーマにもとづいて、35 自治体のクラスターわけを
行った。そうすることで、それぞれの自治体においてどういったテーマが頻繁にサイバー空間でイシュー
になっているのかを明らかにするためである。そうすると、表 4 に示すように、かなりのばらつきが見られ
た。インドネシアの地域差を示す場合によく使われるジャワ島かジャワ島でない地域（＝外島）かで区別
してみると、雇用や教育といったテーマについてはジャワ島内の自治体でつぶやかれる傾向が強く、環
境というテーマについては外島でつぶやかれる傾向が顕著なことが分かった。インドネシアにおいて産
業集積はジャカルタを中心としたジャワ島北岸にあることから雇用に関するツイートが多いのであろう。ま
た、教育はジャカルタを中心としてジャワ島のほうが高水準であり、高等教育機関も集中していること、そ
もそもジャワ島に人口の 6 割以上が居住していることから初等・中等教育もジャワ島が中心なために教
育に関するツイートが多いのであろう。一方、外島は天然資源の賦存度が高く、アブラヤシ栽培、石炭
などの天然資源採掘などで環境破壊が深刻になっている地域が多いことから、環境に関するツイートが
多い。とりわけ、2010 年代なかばには、スマトラ島やカリマンタン島ではアカシアやアブラヤシのプランテ
ーションを開くために泥炭湿地の開発が進み、それに伴って深刻な火災、煙害が発生したことから、環
境に関するツイートが増えた。 

 
表 4：各テーマに関するツイートが多い自治体数 



  雇用 教育 居住 環境 地方 
ガバナンス 

その他 
（＝平均） 

自治体数 4 9 8 6 5 3 
 
（５）次に、それぞれの自治体名、首長名を含むすべてのツイートについて、Nvivo を使って頻出単語分
析を行った。ここでは、特徴的な 3 つの自治体の分析結果を示す。首都のあるジャカルタ州については
ツイートでは雇用に関する割合が高かったが、単語レベルであれば、最頻出語は洪水であり、つづいて、
労働、賃金、仕事、ゴミという単語であった。スマトラ島のリアウ州にあるペカンバル市では環境に関する
ツイートが多く、頻出語は煙・もや・洪水であった。リアウ州では泥炭火災が深刻な年があり、煙害が発
生し、靄で視界不良な時期があり、泥炭開発に伴って洪水が起きやすくなったことから、煙・もや・洪水
が頻出語になったようである。ジャカルタのベッドタウンである南タンゲラン市では地方ガバナンスに関
するツイートが多かった。単語では、汚職撲滅委員会、取り調べ、汚職、事件といったものが頻出語にな
った。同自治体の女性首長は、同市を含むバンテン州で影響力を誇る政治家一族に属しており、その
夫が汚職容疑で汚職撲滅委員会に逮捕されたことから、もっぱら、それに関連する単語が頻出語にな
った。Nvivo の分析結果は図１−３のようになっている。 

 

 
 

(6)こうした量的分析を質的調査とすり合わせた。そうすると、例えば、(5)で取り上げた 3つの
自治体について言えば、ペカンバル市についてはツイートで語られていたイシューや頻出単語
は、当該自治体において深刻な課題であり、自治体としても積極的に対策を迫られていたイシュ
ーであった。その意味でツイートと政策には相関関係があることが分かった。南タンゲラン市に
ついては、ソーシャルメディアで話題になりやすい政治家一族の問題、その一族の汚職問題がも
っぱらイシューになり関連語が頻出語になっていた。当該自治体では保険問題などで先端的な
取り組みをしていたものの、そうした点はツイッター空間では話題になっていなかった。ジャカ
ルタ州では全般的に雇用に関するツイートが多かったものの、頻出語自体は洪水になっていた
のは、雨季になればかなりの頻度で洪水が起こり、それに対する住民の不満がツイートされてい
たからである。また、洪水に伴って深刻な渋滞が起きたりして、出退勤などに大きな影響が出た
ことで雇用に関するツイートが増えるということにもなっていたと思われる。ただ、興味深いこ
とは、ゴミに関するツイートが多く、ジャカルタ州におけるゴミ問題の深刻さがうかがえるにも
かかわらず、この点については調査対象とした時期に行われた州知事選ではイシューにさえな
っていなかったことである。これは、現職の州知事だけでなく、ライバル候補たちでさえ、あえ
てイシューにしなかった可能性が高い。ツイッターを分析することで、重要な政策課題の可視化
ができた一例となっている。 
 
(7)こうした形で自治体のガバナンスに関するツイッター分析をする過程で、代表者も分担者も
API を取得して自らツイッター分析をできるようになったことから、派生的な分析も行った。ミ
ャンマーからの政治難民であるムスリムのロヒンギャはインドネシアにもボート難民として漂
着しており、アチェなどの地方では重要なガバナンス問題になっていた。アチェを中心とするイ
ンドネシアにおけるロヒンギャ問題を、10 万人を超えるロヒンギャを受け入れているマレーシ
アにおけるロヒンギャ問題と比較してみると、インドネシアのツイートにおいては、アチェ地方
においてムスリム同胞のロヒンギャを引き受けていることを高く評価する声があがっていた。
マレーシアでは 2010 年代後半まではインドネシア同様、ムスリム同胞としてロヒンギャ難民に
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